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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は、「重要伝統的建造物群保存地区における場所の共有認識に関わる活動と地域構造の関係」
と題し、以下の８章より構成されている。 
 
 第１章「序論」では、研究の背景として、人々が特定の場所と関係を結ぶ契機となる、その場所に
対する認識がもつ意義を示した上で、時代を超えて培われてきた場所の共有認識の固有性の存続が危
ぶまれる歴史的町並みの現状を踏まえ、重要伝統的建造物群保存地区（「重伝建地区」）を対象に、場
所の共有認識を規定する歴史的町並みに内在する価値を整理し、この価値に関わる地域のありかたと
して導出される地域構造を背景に取り組まれる、歴史的町並みに関わる活動の実態を分析することで、
地域構造がもたらす場所の共有認識への影響を明らかにするとともに、「重伝建地区」における場所の
共有認識の固有性を維持し続ける可能性を考察することが、本論文の目的であることを述べている。 
 
 第２章「歴史的町並みの成立背景と町並みへの価値づけ」では、次章以降の検討の前提として、我
が国の町並み保全制度の展開を踏まえて、歴史的町並みの形成過程を整理し、住民の所有する家産と
しての価値だけでなく、都市景観の要素としての価値、地域や国家の文化財としての価値、地域の発
展や地域の魅力を担うものとしての価値が歴史的町並みに見出されることを示すとともに、世代を超
えて続く地域の営みを通じて構築された地域住民との多面的関係に基づき、地域住民らによる様々な
活動の拠りどころとなることで、歴史的町並みが場所の認識の共有に寄与してきたことを明らかにし
ている。 
 
 第３章「「伝建地区制度」の運用からみた歴史的町並みの変化」では、我が国の町並み保全制度のひ
とつである「伝建地区制度」を対象に、その保存措置の内容と「重伝建地区」自体の変遷を具体事例
から整理し、第２章で示した多様な価値観に基づく人々の活動が歴史的町並みに与える影響を検討す
ることで、次章以降、歴史的町並みの持続性と共有認識に関わる地域の実態を捉える要素として、住
民生活の安定性、修理修景の継続性、行政の関与のありかたの３項目を見出せることを明らかにして
いる。 
 
 第４章「現在の地域環境にみる「重伝建地区」における生活の成立範囲」では、第３章で抽出した
検討項目である住民生活の安定性を評価する指標として、生活関連施設、雇用発生地域、社会資本を
抽出した上で、「重伝建地区」におけるこれら要素の立地状況等の実態を明らかにするとともに、生活
の成立可能性の観点から、狭い範囲で生活が成立し得る地区、広域的に生活が成立し得る地区、短期
的にみて生活が地域内で成立しない地区の３区分を導出し、この区分により分析対象の「重伝建地区」
を類型化できることを明らかにしている。 
 
 第５章「「重伝建地区」における伝統的建築技術の継承」では、第３章で抽出した検討項目である、
町並みを構成する建造物の修理修景の継続性の観点から、「重伝建地区」における伝統材料及び技術の
継承の実態を明らかにするとともに、この結果を踏まえて、建設業従事者数を基準に導出される、「重
伝建地区」が立地する自治体の中で伝統技術の継承が可能な地区と、現状のままでは将来的に技術継
承が困難な地区の２区分により、分析対象の「重伝建地区」を類型化できることを明らかにしている。 
 
 第６章「行政の計画からみた「重伝建地区」の位置付けと実態」では、行政の計画内容の検討から、
行政が「重伝建地区」を主に生活環境、文化財、観光資源として位置づけている点を整理した上で、



こうした行政の位置づけと、第４章及び第５章にて検討した「重伝建地区」における生活と技術の実
態とを対照するとともに、「重伝建地区」への影響が想定される観光資源としての活用可能性を検討し
た結果、行政の認識と地域の実態とが一部整合しない行政の計画の実態を明らかにするとともに、こ
の結果を踏まえ、観光への適性と観光に対する行政の姿勢を基準に、分析対象の「重伝建地区」を４
つに類型化できることを明らかにしている。 
 
 第７章「地域構造からみた「重伝建地区」における活動と場所の共有認識」では、前章までの検討
を総合して「重伝建地区」の置かれた地域構造の類型を導出した上で、「重伝建地区」に関係する主体
と活動の傾向を類型ごとに検討することで、地域構造がもたらす場所の共有認識への影響を分析した
結果、行政による観光振興が「重伝建地区」での活動を活性化する傾向が認められる一方で、活動主
体と内容の固定化と、活動の「重伝建地区」外部への依存に起因した場所の共有認識の硬直化及び希
薄化への懸念を見出すとともに、こうした状況への対応として、町並み自体の維持に加え、「重伝建地
区」内部の様々な営みに関わり、場所の共有認識の固有性の存続に寄与し得る活動の担い手としての
建設業従事者の可能性を明らかにしている。 
 
 第８章「結論」では、これまでの検討を総括し、本論文の結論を述べている。 
 
 以上を要するに本論文は、「重伝建地区」を取り巻く状況を地域構造として把握し、各地区にて実践
される活動及びその主体と地域構造との関係を分析することを通じて、歴史的町並みに見出される場
所の共有認識に対する地域構造の影響の一端を建築史学及び建築保存学の観点から明らかにしたもの
であり、我が国の歴史的町並みの実態を俯瞰的に捉えるとともに、その実態から見出された地域の構
造的課題に対する指針を提示している点で、文化的資源及び観光資源として、その活用の是非が問わ
れている今後の歴史的町並みの持続と活用やまちづくりに対して工学上及び建築学上、寄与するとこ
ろが大きく、博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認める。 
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